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 強靭化への挑戦
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水
道
水
の
送
配
水
を
担
う
水
道
管
路

は
、
浄
水
場
と
給
水
所
な
ど
の
主
要
施

設
を
結
ぶ
「
送
水
管
」
と
、
そ
こ
と
連

絡
す
る
公
道
下
を
網
目
状
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
「
配
水
管
」
に
大
別
さ
れ
る
。

東
京
都
水
道
局
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
こ
の
都
民
に
水
を
届
け
る
送
水
管
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
だ
。

　
長
期
構
想
と
し
て
都
心
部
と
都
下
に

そ
れ
ぞ
れ
環
状
の
送
水
管
を
敷
設
、
こ

の
丸
め
が
ね
状
の
管
路
を
軸
と
し
て
災

害
に
負
け
な
い
強
靭
な
水
道
イ
ン
フ
ラ

を
構
築
す
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

万
が
一
震
災
な
ど
に
よ
り
一
部
の
送
水

管
が
破
損
し
て
も
、
迂
回
す
る
別
の
幹

線
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
断
水
、
給
水

制
限
を
回
避
す
る
。
そ
の
一
環
と
し
て

整
備
さ
れ
る
の
が
「
東
南
幹
線
」
だ
。

埼
玉
県
の
三
郷
浄
水
場
か
ら
金
町
浄
水

場
を
経
由
し
て
東
京
港
の
豊
洲
に
至
り
、

さ
ら
に
海
底
下
を
横
断
し
て
東
海
給
水

所
ま
で
を
結
ぶ
。
延
長
四
五
㌔
㍍
の
大

規
模
送
水
管
は
、
ほ
と
ん
ど
の
工
区
を

シ
ー
ル
ド
工
法
で
掘
削
、
ト
ン
ネ
ル
中

に
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
を
配
管
し
て
整

備
さ
れ
る
。

　
東
京
都
水
道
局
建
設
部
の
高
田
武
工

務
課
長
は
語
る
。「
都
民
一
、三
〇
〇
万

人
に
と
っ
て
『
水
』
は
空
気
と
同
じ
よ

う
な
存
在
で
す
。
震
災
な
ど
の
緊
急
時

で
も
水
の
供
給
を
止
め
る
と
い
っ
た
状

況
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
『
丸
め
が
ね
』
の
送
水
管
整
備
計
画

は
東
京
の
水
道
に
お
け
る
悲
願
と
も
言

え
る
事
業
で
す
」。

強
靭
な「
丸
め
が
ね
」の

水
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
都
民
の
飲
み
水
を

 
つ
な
ぐ
線

東
南
幹
線
整
備
計
画

水道

東京都全域を送水幹線の「丸めがね」で包囲し、さらに拠点となる給水所を縦横に結ぶ壮
大な計画。災害時、補修時に遠隔地間の水の融通を可能とする。
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東南幹
線未整

備

東南幹
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備給水所給水所

写真提供：人物以外は大成建設株式会社

　水道整備において、複数の管路を連
結し、遠隔地間で水を融通し合うとい
う発想は幹線整備の基本です。送水管
をネットワーク化し、バイパス機能を
強化することにより、震災などの緊急
時における生活水の供給、防火用水の
確保がより確かなものとなります。
　インフラの維持更新が注目を集める
なか水道も例外ではありません。この
整備事業により、配管の更新事業に加
え、保守、点検といったメンテナンス
の際にも、給水機能を稼動させた状態

での作業が可能になります。
　地下水の活用がゼロに近い東京では、
ほんの1カ所、送水管が破損しただけ
でもそのダメージは計り知れません。
だからこそ強固なバックアップ体制を
構築する、強靭な水道インフラを維持
する。それが私たちの使命です。
　それからもう一つ、質の向上も大き
なテーマ。東京の水は10年前と比べ
て格段に美味しくなりました。自信が
あります。ぜひ意識して味わうように
喉を潤してみてください。

東京都 水道局 建設部 工務課長

高田 武

いかなる時も
美味しい「東京水」を絶やさない
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東京
ビッグサイト

お台
場海
浜公
園駅

東京
テレ
ポー
ト駅品川駅

船
の
科
学
館

東京
モノレール

豊洲─東海間
送水管

豊洲東南幹線整備計画
東京都の水は、郊外で取水され浄水場
を経て、縦横に張り巡らされた送配水
の管路を経て供給されている。東京都
は、震災等の緊急時においても給水を
止めない水道ネットワークの構築を進
めている。コンセプトは、遠隔地で水
を融通し合うバイパス機能の強化だ。
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今
回
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
は
こ
の
東

南
幹
線
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
言
え

る
工
区
。
品
川
埠
頭
と
豊
洲
埠
頭
を
結

ぶ
約
二
・
三
㌔
、
日
本
初
と
な
る
水
道

管
用
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
だ
。

　
東
京
港
の
水
深
は
一
五
㍍
ほ
ど
、
さ

ら
に
海
底
か
ら
三
〇
㍍
を
超
え
る
深
さ

に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。「
こ
の
深
さ
で

す
か
ら
土
質
や
土
圧
な
ど
事
前
の
地
盤

調
査
は
可
能
な
限
り
詳
細
に
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
可
燃
性
ガ
ス
や
不
発
弾
な

ど
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
同
局
の
忍
亮
係
長
だ
。
船
舶
の

航
行
が
非
常
に
多
い
東
京
港
で
あ
る
。

気
象
海
象
、
港
湾
施
設
の
稼
動
状
況
、

輻
湊
す
る
船
舶
に
配
慮
し
な
が
ら
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
は
気
を
抜
く
こ
と
が
で

き
な
い
作
業
だ
っ
た
。
海
上
保
安
部
や

船
会
社
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
仔
細

な
調
整
に
腐
心
し
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
調
査
を
経
て
平
成
十
八
年

四
月
、
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
る
。
受

け
て
立
っ
た
の
は
大
成
・
佐
藤
J
V
、

現
場
を
率
い
た
赤
坂
茂
部
長
は
当
時
の

印
象
を
こ
う
振
り
返
る
。「
ま
ず
は
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
降
ろ
す
立
坑
の
構
築

で
す
。
円
形
で
壁
厚
が
一
㍍
、
深
さ
は

七
〇
㍍
に
達
し
、
ま
さ
に
『
鉛
筆
』
を

繋
ぎ
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
状
で
す
。
採

用
さ
れ
た
の
は
地
中
連
続
壁
工
法
。
折

れ
な
い
鉛
筆
を
つ
く
る
た
め
、
そ
の
精

度
と
強
度
の
維
持
を
最
重
要
課
題
と
し

て
着
工
し
ま
し
た
」。

　
も
と
も
と
硬
質
な
地
盤
に
適
し
た
地

中
連
続
壁
工
法
だ
が
、
ガ
ッ
ト
（
地
中

壁
）
を
施
工
す
る
際
の
割
付
け
等
、
当

初
の
工
程
の
一
部
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

よ
り
こ
の
現
場
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う

計
画
を
変
更
し
た
。
成
果
を
高
め
つ
つ

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
の
V
E
提
案

が
功
を
奏
し
、
立
坑
は
一
年
足
ら
ず
で

完
成
す
る
。

　
平
成
十
九
年
三
月
、
泥
水
式
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
が
細
い
立
坑
を
降
ろ
さ
れ
、

掘
進
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
掘
り
始

め
て
す
ぐ
、
予
想
以
上
に
地
盤
の
粘
性

が
高
い
こ
と
が
判
明
す
る
。「
先
端
に

泥
水
圧
を
加
え
掘
削
土
を
泥
水
と
一
緒

に
排
出
す
る
の
で
す
が
、
土
の
粘
り
気

が
強
く
て
内
側
に
取
り
込
め
な
い
。
な

ら
ば
取
込
み
口
を
大
き
く
し
て
し
ま
お

う
と
…
…
」。
赤
坂
部
長
は
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
の
面
板
を
切
開
い
て
開
口
率
を

拡
大
し
た
。
土
砂
の
排
出
が
容
易
に
な

っ
た
こ
と
で
掘
進
は
順
調
に
進
み
、
翌

年
の
二
月
に
到
達
点
で
あ
る
豊
洲
埠
頭

に
達
し
た
。
工
事
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

あ
っ
た
水
道
管
の
配
管
も
完
了
し
、
現

在
は
送
水
管
と
し
て
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　
大
深
度
、
高
水
圧
下
で
の
タ
フ
な
施

工
が
、
災
害
に
び
く
と
も
し
な
い
強
靭

な
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
創
り
出
す
。
東
京

都
内
の
地
下
が
丸
め
が
ね
状
の
ル
ー
プ

で
覆
わ
れ
、
豊
か
な
水
が
絶
え
間
な
く

流
れ
続
け
る
時
を
目
指
し
て
、
東
京
都

西
部
で
も
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

初
め
て
海
を
渡
る

大
規
模
送
水
管

現
場
の
状
況
を

見
極
め
臨
機
応
変
に

対
応
す
る
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品川埠頭に発進立坑を構築し、ここから掘進を開始。レインボーブリッジも越え、初めて水道幹線
が海を渡った。約2.3㎞対岸の到達点、豊洲埠頭では三郷浄水場から延びる管路が待っている。

連壁工法により施工された立坑は「鉛筆」の
ように細長い。強度を維持しつつ施工性を高
めるため壁柱の割付などを変更。最先端の計
測システムにより深さ70mという掘削深度
で最大変位25㎜という高精度を達成した。

　現場では様々なシーンで経験に基づ
く新たな発想が求められることがあり
ます。この東南幹線でも、例えば着工
前のVE提案や、シールドマシンの面
板開削など。もちろん技術的な根拠が
あってのことですが、それ以前に「勘」
が働く局面がありました。入社以来
30年、一貫して都市土木、シールド掘
削に携わってきた技術者としての経験、
実績が作用したと自負しています。常
に現場第一主義の気持ちで、できるだ
け直接現場にかかわっていたい。しか

し、そう我がままも言ってられません。
その経験を後進に継承することが重
要な仕事になってきました。
　これからは、半世紀前に整備された
インフラの維持更新が大きな社会的テ
ーマとして浮上してきます。そのとき
技術者に求められるのは、強靭な社会
基盤を形成する、逞しい国土を創ると
いった強い意志です。私が伝えようと
する経験と技術が彼らの刺激となり技
術革新の一助になれば、これほど嬉し
いことはありません。

強靭な国土形成に求められる
次世代技術者の意志

大成建設株式会社
土木本部 機械部機械技術室
部長（機械技術担当）

赤坂 茂

粘性の高い掘削土砂を排出し易いようにシールドの面板
の取込み口を大きくした。扉の写真（稼動前）と比較す
るとその工夫の跡がよくわかる。掘進状況はGPS、ジャ
イロコンパスを用いて常時確認、誤差は30㎜の範囲に抑
えた。
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シールド掘
進方向
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シールド区間
 2,325m

シールド区間
 2,325m

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
が
配
管

さ
れ
る
。
地
震
が
起
き
て
も
管
が
抜
け
出
し
に
く
い
「
耐

震
継
手
」
が
採
用
さ
れ
、
耐
震
性
に
優
れ
た
構
造
と
な
っ

て
い
る
。


